
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 -

事故区分 熱中症 性別 男性 年齢 52 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ３日

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　必要な熱中症対策については引き続き行うこと。また頻繁に現場巡視を行うなど、作業員及び交通
誘導員同士で体調に異変がないか気配りを徹底する。

事故状況図

改善状況図

令和７年８月６日（水曜日）　　15時　２分

吐き気（会話可能）

　管布設工事に伴う通行止めの規制を行っていた交通誘導警備員が熱中症により救急車で病院に搬
送されたもの。

　朝礼時の体調確認やスポットクーラー付きの休憩場所確保など、必要な熱中症対策については実施
できていたが、晴天で気温が高かったため、本人の水分補給不足・体調管理が主な原因であると考え
られる。また、作業箇所から被災者の位置まで距離があり頻繁な状況把握がしにくかったことも原因と
して挙げられる。

管布設工事

【再発防止安全訓練及び空調服の着用】 【クールネックリングの着用】

約50ｍ


